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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月23日(2012.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エリナシン、ヘリシウム、およびβグルカンを主成分として含む、ヤマブシタケ抽出物
であって、
　（ａ）ヤマブシタケ、ヤマブシタケの発酵物、ヤマブシタケの粉砕物、およびヤマブシ
タケ発酵物の粉砕物からなる群より選択される少なくとも１種を２００℃以下の温度の熱
水で抽出して、熱水抽出物および熱水抽出残渣を得る、第一抽出工程、
　（ｂ）該熱水抽出残渣を高圧条件下にて２００℃以上および４７０℃以下の温度の熱水
で抽出して、熱水抽出・変性物を得る、第二抽出工程、および
　（ｃ）該熱水抽出物および該熱水抽出・変性物を合わせて、ヤマブシタケ抽出物を得る
工程、
により得られる、
　ヤマブシタケ抽出物。
【請求項２】
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　前記高圧条件が、２～４０ＭＰａである、請求項１に記載のヤマブシタケ抽出物。
【請求項３】
　前記工程（ｂ）における熱水の温度が、２５０～３３０℃である、請求項１または２に
記載のヤマブシタケ抽出物。
【請求項４】
　前記工程（ａ）における熱水の温度が、１００℃以上である、請求項１から３のいずれ
かの項に記載のヤマブシタケ抽出物。
【請求項５】
　（ａ）ヤマブシタケ、ヤマブシタケの発酵物、ヤマブシタケの粉砕物、およびヤマブシ
タケ発酵物の粉砕物からなる群より選択される少なくとも１種を２００℃以下の温度の熱
水で抽出して、熱水抽出物および熱水抽出残渣を得る、第一抽出工程、
　（ｂ）該熱水抽出残渣を高圧条件下にて２００℃以上および４７０℃以下の温度の熱水
で抽出して、熱水抽出・変性物を得る、第二抽出工程、および
　（ｃ）該熱水抽出物および該熱水抽出・変性物を合わせて、ヤマブシタケ抽出物を得る
工程、
を包含する、ヤマブシタケ抽出物の製造方法。
【請求項６】
　前記ヤマブシタケ抽出物が、エリナシン、ヘリシウム、およびβグルカンを主成分とし
て含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記高圧条件が、２～４０ＭＰａである、請求項５または６に記載の方法。
【請求項８】
　前記工程（ｂ）における熱水の温度が、２５０～３３０℃である、請求項５から７のい
ずれかの項に記載の方法。
【請求項９】
　前記工程（ａ）における熱水の温度が、１００℃以上である、請求項５から８のいずれ
かの項に記載の方法。
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